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性病変を認めた．症例 3: 58歳女性， Borrmann2型 S




































































































cel type (B cel）の悪性リンパ腫と診断した Da¥¥vm 





































































散布とピトレッンンの点滴（ 1例） (2）クリ、γ プ装着
による止血（ 2例） (3）ポリープ茎部の再焼灼（ 1例）










































達度 pm）に進展 Collinsの式による doubli時 time
は5.1カ月．症例 2は62歳女性で直腸 Rbtこ発生した
高分化腺癌で， 14×！OmmのIla+Ile様病変が2年8







































































3 0 cmであった．高分化腺癌が83.3%と多く， リンバ
節転移は，すべて 1群リンパ節までで， nO61.1%,nl 
38.8%であった. 5年生存率は93.3%で， m癌 sm癌
と遜色なく SS,al以上の進行癌と比較して有意に良好
であった．
第2回京滋大腸虹門疾患懇話会 229 
16）最近の教室における大腸癌肝転移切除
例の検討
京都府立医科大学第一外科
。竹内一実，谷口弘毅
小黒 厚，佃 信博
伊藤彰芳，大同 毅
清木孝祐，山口俊晴
沢井清司，小島 治
高橋俊雄
当科における1987年 1月から1990年9月までの大腸
癌症例は187例で， 41例， 21.9%に肝転移が認められ，
うち20例に肝切除を施行し，肝切除率は48.8%であっ
た 2年生存率は肝切除群で75%，非切除群で0%で
肝切除群の予後は良好であった．同時性・異時性肝転
移の聞で生存率に有意差は無く，また単発例では2生
率80%，多発例では50%であったが有意差は無かった．
肝切除施行後7例に残肝再発を認めたが， 3例に再肝
切除を施行し， 1例はなお健存中である．以上より大
腸癌肝転移症例に対しては単発例のみならず多発例に
対しでも積極的に肝切除を行うことにより予後の向上
が期待できるものと考えられる
特別講演
座長滋賀医科大学
第二内科細田四郎
『大腸癌検診の現状と問題点』
愛知がんセンター 消化器科
部長小林世美先生
